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研究成果の概要（和文）：本研究では、コミュニケーション能力養成を中心的な教育目標とする

時代における文法教育の新しい方向性を提示した。ドラマ、映画、放送素材などのデータの分

析を通じて、書かれた言語の分析を通じて構築された伝統的な文法とは異なる話された言語の

文法があることを示し、話された言葉に広範囲に見いだしうる四つの特徴を示した。 
 
研究成果の概要（英文）：This project offers a new perspective to the teaching of English 
grammar in a time when current teaching objectives center on the development of 
communication abilities.  By investigating the characteristics of unplanned speech, 
mostly derived from TV and radio dramas, films, and broadcast news, this research shows 
that grammar for spoken language differs from traditional grammar, which is supposedly 
based on the analysis of written language.  The project also provides four linguistic 
features that can be extensively observed in authentic spoken English. 
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１．研究開始当初の背景 

 平成 21 年度より全国で教員免許更新講習

が始まり、英語科教員向けの『新しい言語観

と英語教育』という講義を担当することにな

った。講習目的に「指導の背景となる専門的

な知見についての最新の内容...を取り扱

う...」とあったので、中高での文法教育の

背景となる有益な知見を提供すべきと考え

て、特定の言語理論の紹介ではなく、伝統文

法・学校文法をふまえて、spoken language
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（以下 SL）を分析し、その特徴の具体例を示

して、SLに対する文法的視点を提示した。 

中高の教員に、written language（以下 WL）

の文法に加えて、SLを理解する文法を示すべ

きと思ったのは、まず、中高での英語教育目

標の変化により、オーラル・コミュニケーシ

ョンへの傾斜が強まっているが、その時代に

応じた適切な文法教育が行われていないと

感じていたからである。生徒・学習者から見

れば、英語を外国語としてみる文法的分析力

が育っていないため、自律的な英語学習を発

展させる基盤に欠け、大学入学後も十分な学

習効果が上がらないことにつながっている。

他方で、中高で教える教員の立場に立つと、

自らが言語教育の専門家であるから、文法の

必要性については十分理解している、しかし、

教員自身が学んだ頃の英語教育の目標と現

在の目標とずれているため、新しい教育の中

での文法教育のイメージがつかめない、とい

った状況にある。教員自身が学んだ文法が

「読むための文法」であったので、それは「話

したり・聞いたりするため」には有効でない

面がある。このため、コミュニケーションを

目標にする英語教育には文法教育はいらな

い、という極論に至る教員すらいる。逆に、

意識ある教員であっても、市販英語教材の中

に「コミュニケーションのための文法」とい

ったものを見つけても、SLの実態の十分な考

察に基づいていないため、教員自身がよく知

る WL の文法を弥縫的に焼き直したものでし

かない、と感じる。そのため、新しい時代の

要求に応えなければならない教員は、参考と

すべき資料がなく、途方に暮れる。こういう

現場の本当のニーズに応えてこそ、教員免許

更新講習が教員管理ではない本当の意味を

持つのではないか、と考えた。 

このような現状認識から、新しい英語教育

の目標に沿った適切な文法教育とはどのよ

うなものか、という問いかけをして本研究を

開始した。 

 
２．研究の目的 

本研究の目的は、上述したとおり、新しい

時代の文法教育に資する SLの文法の視点の

構築（あるいは方向付け）にある。SLは概念

上では多義的であるが、SLにあって WLにな

い特性は「リアルタイム」と「場面」であり、

本研究ではこの特性をもつデータを分析の

対象とする。そして、音声データの分析で発

見された事実を整理して、SLを文法的にとら

える理解のフレームを示す。 

いま SLをリアルタイムで場面のある状況

で発生する発話として理解し、WLと比較する

と、SLには「余剰化」と「省略化」という一

見すると相反する方向性が混在して観察さ

れる。この二つの相反する方向性を説明でき

る SLの文法の視点の提示を目指す。 

リアルタイムと場面の特性は、言語使用の

中で連結(interlocking)しているので、それ

らを分離することは本来できない。しかし、

データの種類ではその強度に違いがある。イ

ンターロックな状態でも、リアルタイムの特

性がより強く出ているデータとしてインタ

ビューを選び、場面の特性が強く出ているデ

ータとして、主にラジオドラマを選んで、そ

れぞれに強く見られる特徴を分析する。 

インタビューには、確かに話し手・聞き手

が存在する場面があるが、そこでの言語使用

は双方向的(interactive)というよりも、一

方向的である。話し手は、その場で頭の中で

生まれてくる思考内容を一方的に述べる。し

かし、リアルタイムである。そのため、推敲

されると消えてしまうような構造的な特性

が強く出ている。 

他方、ラジオドラマは、脚本家がスクリプ

トを作成しているので、確かに推敲が含まれ

る。そのため、真の意味でリアルタイムでは



 

 

ないが、リアルタイムなインタラクションを

可能な限りまねることで、「場面」性を理想

化してある。また、ラジオドラマなので視覚

情報がなく、例えば、相手の発話に対するレ

スポンスなどが、実際の場面でノンバーバル

な反応として発生する場合でも、律儀に（つ

まり、理想化されて）言語化されており、そ

の意味で、発話の場面性を分析する場合は素

材としては逆に有意義なデータである。 

SLの持つリアルタイムと場面性という二

つの特性がそれぞれ顕在化しやすい二種類

のデータを利用して、SLの相反する「余剰性」

と「省略性」という特徴の連関性を明らかに

して、SLの文法の視点を提供することを目指

した。 

 
３．研究の方法 

 言語研究の方法は、適切なソースからのデ

ータの収集とその分析につきる。本研究では、

教員免許更新講習の準備のために行った予

備的研究を発展させることとし、種々の使用

域から一定の基準で選んだ音声素材を収集

して、100 時間程度の音声と文字化したテキ

ストのデータ・ベースを作成する。次に、デ

ータ・ベースをもとに、WLでは通常みられな

いが、SLには繰り返して発生しているパター

ンを探求して、WLに基づいた文法論と比較参

照しながら、SLの特徴を探す。その際に、母

語話者の聞き取り調査を併用して、観察され

た事実の分析の仮説・検証を行う。このデー

タの収集・分析・仮説・検証という手続きを

経て、SLにおいて様々な観察される言語事実

を統一的に説明する・理解するフレーム・原

理を見いだす、という方法をとった。 

 なお、当初の研究計画では、スポーツ中継

からデータ・ベースを作ることを構想してい

たが、ソースとして予定していた BS放送の

スポーツ放送で原語音の放送がなくなった

ことと、スポーツ放送の英語はリアルタイム

だが極めて断片的で、また、場面性という点

でも局在的で SLの分析に不可欠ではない、

ことが判明し、データ収集を取りやめた。ま

た、スクリプトの利用では、当初は映画も主

な分析の対象と想定していたが、映画の分析

では費やす時間の割りには会話部分が少な

く、むしろテレビドラマ、あるいはラジオド

ラマの方がデータとしては有用であること

が分かったので、その分析に重点を移した。

このような実際のデータ収集で明らかにな

った点は、今後の研究に活かして行きたい。 

 
４．研究成果 

(1)平成 22年度：平成 22年度は、「リアルタ

イム」と「場面」を持った言語素材として、

主にインタビューを対象に次年度以降の分

析のためデータを収集したが、その作業プロ

セスの中で気がついた言語学的に興味深い

事象について学会発表を行い、また、紀要雑

誌において別の内容を扱った論文を著した。 

①学会発表について：WLでは決して現れない

が、SLになると出現する言語形式 “That is 

[...X...] is that [...Y...]”に注目して、

それが出現する発話分脈について考察した。

母語話者は音声として「聞くだけ」では、こ

の破格的構造に気づくことはなく、当初は単

なる誤りの形式であると思った。しかし、素

材データを詳しく見ると、繰り返し現れるパ

ターンであり、何らかの意味があることが推

測されたので、共通する談話分脈を考察した。 

②紀要論文について：sayや tellなどを使用

する一般的な直接引用形(direct quotation)

に加えて、SLでしか発生しない特殊な引用形、

“be like引用”や”go引用”の分析を行っ

た。この形式もインタビューで繰り返して現

れるが、WL 化すると推敲のせいか消失する。

この言語事象には先行研究がアメリカに比

較的多く、主として社会言語学での言語変化

の事例として扱われていたが、WLに見られる



 

 

直接引用の一般的形式と比較して、SLの文法

の中に位置付けた。 

 以上、平成 22 年度は、リアルタイムと場

面性という二つの特性のうち、主として前者

を考察した。 

 (2)平成 23 年度：平成 23 年度はもう一方

の特性である「場面性」(聞き手を意識して

いる対面状況)という条件下で発生しやすい

言語形式の研究を行った。主に、TVドラマ等

のスクリプトの分析から、SLの興味深い言語

事象について考察して、紀要雑誌に掲載した。 

 ①紀要論文について： SL に特有な「強調

(emphasis)」(話者の確信度合いを高める方

法)について論じた。例えば、She is really 

a bad driverは副詞を使った単純な強調文で、

WL でも見られる形式である。WL に基づく文

法論では、このような「文」を分析の基礎に

おくが、SLの文法論は文を基礎とせず、むし

ろ伝えるメッセージが単位となる。そのため

センテンスの前後に書き言葉には見られな

い形式が現れる。とくに広義の「タグ」（付

加形式）として、She is a bad driver, she 

really is といった強調形式について論じ、

さらに、SL で見られる特殊なものとして、

She’s a bad driver, that’s what she is.

といった構造的には二文であるがメッセー

ジとしては同語反復的である特殊な強調形

式についても考察した。 

 言語学的な「強調」は、聞き手に対する話

し手の発話の力を高める手段で、本来的に

「場面性」に密接に関係している。眼前にい

る聞き手を直接的に意識しているから、話し

手が自分の発話の力(force)を高める。SL で

は、その流れの中に相手のレスポンスが組み

込まれるので、タグとして強調形式が頻繁に

現れる。先行文献調査では、タグの研究とし

て統語構造的な分析があるだけで、本研究の

ような視点にたったものはなく、意義深い成

果があがった。 

 (3)平成 24 年度：平成 24 年度は、SL での

み観察される統語的な節融合形式について

の論文発表と、最終年度のまとめとして、全

国レベルの学会が主催するセミナーで SL の

文法論の教育への意味付けについての発

表・講演を行った。 

 ①論文発表について：節融合は母語話者自

身も気づいていない SLでの統語変容であり、

大変興味深い現象なので、平成 22年度の口

頭発表で取り上げたが、今回は最終年度なの

で､よりデータを充実させ、出現する語用論

的な文脈を分析して、論考の形にまとめた。 

 ②発表・講演について：日本英語語法文法

学会主催の第 8回英語語法文法セミナーで講

演する機会があり、grammar for spoken 

language (GSL)のモデル構築の概略を示した。

具体的には、「場面に密着した定型表現」、「状

況省略」、「タグ表現」、「強調形式」の四つの

切り口で、spoken languageの構造的な特質

を示した。本研究の目的一つであった GSLの

モデル構築に一つの筋道を与えた。 

本セミナーは、大学教員の他に中・高の現

職教員や教員学生が対象であった。本研究の

成果発表の目的の一つが教員研修等での還

元があったので、その目的は一応達成できた。

また、セミナーでの発表は「学習文法」への

新たな視点を提供することであり、それは現

在の英語教育で求められる方向性でもあっ

た。そのためか比較的好評で、モノローグ・

シリーズ(研究社刊行予定)の一つとして出

版される計画となっている。 

以上、本研究での成果を概観したが、反省

点や達成できなかったことがある。一つは、

四つの視点について、方向性は十分に示した

と思うが、研究に費やすことができる時間が

限られており、個々の事象について踏み込ん

だ分析に至らなかったことである。また、そ



 

 

の他のリアルタイムで進行する発話の極め

て構造な諸相については、事例を整理したと

いった段階にある。また、当初の構想で、「左

方転移」や「話題化」は実は SL の特徴とし

て理解されるべきもので、これまでの英語研

究へ新しい発想を導入することを目指した

が、相当のデータが集まったものの、これら

も事例の整理が終わった段階といった状態

である。今後、個別の事象について、各個撃

破的に取り上げて研究を深めることを考え

ている。 

このような今後の課題は残しているが、本

研究が目指した grammar for spoken language

という新しい文法論の基礎的研究という観

点からは、成果は十分にあったといえる。 
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